
プロセッサ
紹介者：福井



プログラム内蔵方式
•コンピュータを多様な目的で使用できるよう
にするために考え出された方式
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プロセッサ
•コンピュータを動作させるためのハードウェ
ア　→ CPU 

•命令ステージと実行手順 

- デ：主記憶装置から，命令の実行に使うデータ
を取り出す  3



プロセサの高速化技術
•パイプライン 
- 命令のステージを１つずつずらして，同時
に複数の命令を実行する 
- 分岐命令などで順番が変わると，パイプラ
インハザードが発生して，処理のやり直し
となる
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プロセサの高速化技術
•スーパスカラ 
- パイプラインのステージ
を複数同時に実行する 

•スーパパイプライン 
- パイプラインをさらいに
細分化する．一度に命令
できる命令数を増やす
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プロセサの高速化技術
•VLIW(Very Long Instruction Word : 超
長命令語)
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•命令語を長くすること
で一度に複数の命令を
実行できるようにする 
•一度の命令取得で多く
の機能を実現できる



問題
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めっちゃ出る



解答

 8



マルチプロセッサ
複数のプロセッサを同時稼働させて高速化を測
る 
•密結合マルチプロセッサ 
- 複数のプロセッサがメモリを共有 
- マルチプロセッサもこれの一種 

‣ 外見的には１つに見えるプロッセッサの中に複数のプロ
セッサを封入 

•疎結合マルチプロセッサ 
- 複数のプロセッサに別々のメモリを割り当て
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プロセッサの性能評価指標
•MIPS (Million Instructions Per Second) 
- 1秒間に何百万個の命令が実行できるかを表す 

•FLOPS (Floating-point Operations Per 
Second) 
- １秒間に浮動小数演算が何回できるかを表した
もの
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問題
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解答
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割り込み
•内部割り込み 
- 実行しているプログラム内部からの割り込み（ソフ
トウェア割り込み） 

•外部割り込み 
- プログラム外からの割り込み（ハードウェア割り込
み）
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エンディアン
複数バイトのデータをメモリ格納する方式 
•ビッグエンディアン 
- データの上位バイトから順番にデータをメモリ
に並べる方式 

•リトルエンディアン 
- データの下位バイトから順にデータをメモリに
並べる
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問題
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解答
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まとめ
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